
この絵本は、
丸善 飯能店の書店員さんの
“署名運動”から誕生しました。
著者のかわしまはるこさんと御縁があり、
ソフトカバーの『あまがえるのかくれんぼ』を、
地元の絵本作家さんの紹介として置くことになりました。
かわしまさんが師事する舘野鴻さんの本の隣りに並べ、
その際、書店流通の本ではない為「非売品」とさせて頂いたのです。

そんなある日、一人の少年（８才）が
「あまがえるのかくれんぼ」をレジに持ってきて
「この本が欲しい！！」と離しません。
お母さんが非売品だからほかの本をと言ってもダメです。
ふと見ると、その子のＴシャツにも靴にもかえるの絵が…。
うちの本屋には約２１万冊の本があるのに、
少年にはその１冊しか目に入らない様子です。

私は、かわしまさんから自分用にと頂いた１冊を、
かえる好きの少年にあげることにしました。

その後、何人ものお客さまが手にされ、少年と同じことを言いました。
そんなに心惹かれる魅力的な本ならば、
是非、ハードカバーにして皆さまの手にという気持ちが、
署名運動に繋がり、形となることになったのです。

　　　　　　　　（丸善　丸広百貨店飯能店　福島亮子さん）

著者のかわしまさんと福島さん
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